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はじめに 血管プラークの不安定性は，内部の

脂質コアの大きさと分布に関係すると考えられ

ている．本研究室では，血管不安定プラークの

識別に超音波速度の温度依存性を利用する方法

を提案し，実証実験を行ってきた．最初，画像

測定用のトランスデューサの横に加温用トラン

スデューサを設置していたが，臨床応用のため

には一体化したプローブが必要である．ここで

は，金属板による音響ミラーの周波数特性を利

用して，加温と超音波画像検出を行うプローブ

を試作し，ファントムを用いて実験を行った． 

血管プラーク診断のためのプローブの作製  

Fig. 1 に一体化プローブの構造を示す．45°に

傾けて置かれたステンレス板は超音波アレイト

ランスデューサの画像用超音波の周波数に対し

て高い透過率を示すように厚さが決められてい

る．画像用超音波 （7.5 MHz）はステンレス板

を透過し，一方，側面の加温用トランスデュー

サから出た超音波 （2 MHz）はステンレス板で

反射し，ともに下方に伝搬するため，診断部位

を照射する． 

 

  

頸動脈ファントムを用いた実験 Fig. 2 (a)の

ように，生体組織ファントムに直径 1 cmの穴

をあけ，一部に牛脂を挿入した羊腸を入れ，頸

動脈ファントムとした．作製したプローブを頸

動脈ファントムに適用して超音波画像を取得

した．周波数 2 MHz の超音波を 1分間照射し

て加温を行った．加温前と加温後に周波数 7.5 

MHz の超音波アレイトランスデューサで画像

データを取得し，Bモード画像と超音波速度変

化画像を構築した．Fig. 2 (b)は Bモード画像を

示し，Fig. 2 (c)は超音波速度変化画像を示して

いる．超音波速度変化画像は頸動脈ファントム

の血管内部の脂肪領域を示した． 

 

まとめ 金属板による音響ミラーの周波数特

性を利用したプローブを試作し，頸動脈ファン

トムに適用し，B モード画像，脂肪領域を示す

超音波速度変化画像を得ることができた．構造

が簡易であり，ミラーの切り替えの必要が無い

ので実用性は高いと考えられる． 
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